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〜
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「直
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及
び
間
接
保
有
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株
式
等
の
保
有
割
合

（
別
表
十
七
(一

)付
表
「
４
」
の
合
計
）

e

」
は
「直

接
及
び
間
接
保
有
の
株
式
等
の
保
有
割
合
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別
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十
七
(一
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表
「
４
」
の
合
計
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誤
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究
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試
験
研
究
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上

終
り
か
ら
一
三
第
五
十
七
条
中

第
五
十
七
条
及
び
第
五
十
九
条
の
二
第
一
項

第
二
号
中

一
一

一

八
寛

榮
一
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資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
五
百
万
円
減
少
す
る
こ
と
に

い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。
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平
成
二
十
五
年
六
月
二
十
日

鹿
児
島
県
姶
良
市
平
松
四
七
八
六

団
塊
サ
ポ
ー
ト
株
式
会
社

代
表
取
締
役

萩
原

彰
一

資
本
金
及
び
準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
一
千
万
円
、
利
益
準
備
金
の

額
を
三
十
六
万
円
減
少
し
、
そ
れ
ぞ
れ
一
千
万
円
、
零
円

と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

株
主
総
会
の
決
議
は
、
平
成
二
十
五
年
六
月
一
日
に
終

了
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
計
算
書
類
の
公
告
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。

平
成
二
十
五
年
六
月
二
十
日

東
京
都
新
宿
区
新
宿
二
丁
目
二
番
一
e

一
二
〇
二
号

岩
本
モ
ー
タ
ー
ス
有
限
会
社

代
表
取
締
役

岩
本

雄
二

基
準
日
設
定
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
平
成
二
十
五
年
七
月
五
日
を
基
準
日
と
定

め
、
同
日
午
前
十
時
現
在
の
株
主
名
簿
上
の
株
主
を
も
っ

て
、
平
成
二
十
五
年
七
月
十
二
日
開
催
予
定
の
株
主
総
会

に
お
け
る
議
決
権
を
行
使
で
き
る
株
主
と
定
め
ま
し
た
の

で
公
告
し
ま
す
。

平
成
二
十
五
年
六
月
二
十
日

神
奈
川
県
藤
沢
市
鵠
沼
神
明
二
丁
目
五
番
一
〇
号

松
尚
株
式
会
社

代
表
取
締
役

新
國

洋
暉

基
準
日
設
定
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
平
成
二
十
五
年
七
月
五
日
を
基
準
日
と
定

め
、同
日
最
終
の
株
主
名
簿
上
の
株
主
を
も
っ
て
、そ
の
所

有
す
る
株
式
一
株
を
百
株
と
す
る
株
式
分
割
に
よ
り
株
式

の
割
当
て
を
受
け
る
株
主
と
定
め
ま
し
た
の
で
公
告
し
ま

す
。平

成
二
十
五
年
六
月
二
十
日

神
奈
川
県
川
崎
市
川
崎
区
南
渡
田
町
一
e

一
五

株
式
会
社
ピ
ー
ア
イ
技
術
研
究
所

代
表
取
締
役
社
長

菊
地

靖
雄

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
平
成
二
十
五
年
七
月
五
日
付
で
株
券
を
発
行

す
る
旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
の
で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

平
成
二
十
五
年
六
月
二
十
日

神
奈
川
県
川
崎
市
川
崎
区
南
渡
田
町
一
e

一
五

株
式
会
社
ピ
ー
ア
イ
技
術
研
究
所

代
表
取
締
役
社
長

菊
地

靖
雄

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
平
成
二
十
五
年
七
月
五
日
付
で
株
券
を
発
行

す
る
旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
の
で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

平
成
二
十
五
年
六
月
二
十
日

石
川
県
金
沢
市
西
念
一
丁
目
一
番
一
九
号

石
川
酸
素
株
式
会
社

代
表
取
締
役

南
部

順
子

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
平
成
二
十
五
年
七
月
五
日
付
で
株
券
を
発
行

す
る
旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
の
で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

平
成
二
十
五
年
六
月
二
十
日

京
都
市
南
区
吉
祥
院
中
島
町
二
九
番
地

株
式
会
社
七
彩

代
表
取
締
役

山
田
三
都
男

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
平
成
二
十
五
年
七
月
十
二
日
付
で
株
券
を
発

行
す
る
旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま

し
た
の
で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

平
成
二
十
五
年
六
月
二
十
日

山
口
県
下
松
市
新
川
二
丁
目
一
四
番
一
八
号

新
日
本
機
設
株
式
会
社

代
表
取
締
役

長
村

恵
成

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
平
成
二
十
五
年
八
月
一
日
付
で
株
券
を
発
行

す
る
旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
の
で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

平
成
二
十
五
年
六
月
二
十
日

熊
本
市
西
区
田
崎
町
四
八
四
番
地

大
海
水
産
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

豊
増

悟

限
定
承
認
公
告

本
籍
山
形
県
西
村
山
郡
河
北
町
谷
地
辛
一
四
〇
番

地
、
最
後
の
住
所
群
馬
県
伊
勢
崎
市
上
植
木
本
町
二

一
九
五
番
地
一

被
相
続
人

亡

鈴
木

浩
治

右
被
相
続
人
は
平
成
二
十
四
年
八
月
三
日
死
亡
し
、
そ

の
相
続
人
は
平
成
二
十
五
年
六
月
十
日
前
橋
家
庭
裁
判
所

に
て
限
定
承
認
を
し
た
か
ら
、
一
切
の
相
続
債
権
者
及
び

受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請

求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が

な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

平
成
二
十
五
年
六
月
二
十
日

群
馬
県
伊
勢
崎
市
上
植
木
本
町
二
一
九
五
番
地
一

限
定
承
認
者

鈴
木
礼
子
こ
と

金

玉
蘭

限
定
承
認
公
告

本
籍
神
奈
川
県
横
浜
市
金
沢
区
能
見
台
東
一
三
一
番

地
六
、
最
後
の
住
所
静
岡
県
裾
野
市
御
宿
一
四
〇
〇

番
地

関
自
社
宅
Ａ
二
e

一
〇
五

被
相
続
人

亡

中
間

信
也

右
被
相
続
人
は
平
成
二
十
五
年
二
月
七
日
死
亡
し
、
そ

の
相
続
人
は
平
成
二
十
五
年
五
月
三
十
一
日
静
岡
家
庭
裁

判
所
沼
津
支
部
に
て
限
定
承
認
を
し
た
か
ら
、
一
切
の
相

平
成
二
十
五
年
四
月
十
二
日
（
号
外
第
八
十
号
）
公
布
財
務
省
令
第
二
十
九
号
（
法
人
税
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改

正
す
る
省
令
）

（
印
刷
誤
り
）

同
日
（
同
号
外
）
公
布
財
務
省
令
第
三
十
号
（
租
税
特
別
措
置
の
適
用
状
況
の
透
明
化
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則

の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
）

（
印
刷
誤
り
）

同
日
（
号
外
第
七
十
九
号
）
公
布
厚
生
労
働
省
令
第
五
十
七
号
（
電
離
放
射
線
障
害
防
止
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る

省
令
）

（
原
稿
誤
り
）

四
ペ
ー
ジ
上
段
一
三
行
目
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

第
四
十
四
条
第
一
項
第
四
号
中
「
十
分
の
一
」の
下
に「（
第
四
十
一
条
の
十
第
二
項
に
規
定
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、

別
表
第
三
に
掲
げ
る
限
度
）」を
加
え
る
。

平
成
二
十
五
年
六
月
十
八
日
叙
位
・
叙
勲
欄
中

（
印
刷
誤
り
）

続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二

箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。
右
期
間
内

に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

平
成
二
十
五
年
六
月
二
十
日

神
奈
川
県
横
須
賀
市
平
作
一
丁
目
二
番
二
二
号
ア

プ
ト
ニ

二
e

二
〇
一

相
続
財
産
管
理
人

小
泉

智
子

取
消
公
告

平
成
二
十
五
年
五
月
二
十
日
掲
載
の
優
先
資
本
金
の
額

の
減
少
公
告
は
取
消
し
ま
す
。

平
成
二
十
五
年
六
月
二
十
日

東
京
都
千
代
田
区
霞
が
関
三
丁
目
二
番
六
号
東
京

倶
楽
部
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
一
一
階

G
lo
b
a
l
P
ro
p
e
rty

F
u
n
d
3特
定
目
的
会
社

取
締
役

五
十
嵐
メ
ル
ビ
ン

訂
正
公
告

平
成
二
十
五
年
六
月
十
二
日
（
号
外
第
一
二
二
号
）
掲

載
の
株
式
会
社
Ｊ
Ｃ
Ｎ
マ
イ
テ
レ
ビ
に
係
る
第
三
十
一
期

決
算
公
告
中
、

「
負
債
合
計

ii2¶
212¶

213」

と
あ
る
は「

負

債
合
計

ii2¶
212¶

164」

の
誤
り
に
つ
き
訂
正
し
ま
す
。

平
成
二
十
五
年
六
月
二
十
日

扱

店

š™
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